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１
月
２２
日
、
ハ
ー
ト
プ
ラ

ザ
み
そ
の
で
開
催
さ
れ
た

『
新
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
。 

こ
れ
は
、
伊
勢
市
・
二
見

町
・
小
俣
町
・
御
薗
村
の
４

市
町
村
が
合
併
し

た
場
合
の
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
を
住
民
参
加

で
考
え
て
い
こ
う

と
、「
新
市
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」（
櫻

井
治
男
委
員
長
）

が
開
い
た
も
の
で

す
。 「

委
員
会
」
で

は
、
現
在
、
合
併

し
た
場
合
の
新
市

の
基
本
理
念
や
ま

ち
づ
く
り
の
基
本

方
向
（
新
市
将
来

構
想
）な
ど
を
住
民
の
視
点
、

専
門
的
見
地
か
ら
検
討
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
『
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
は
、
そ
の
作
業
の
中

間
報
告
と
地
域
住
民
か
ら
の

意
見
集
約
の
場
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
、
新
市
ま
ち
づ

く
り
隊
員
や
４
市
町
村
の
住

民
、
議
員
、
職
員
な
ど
、
約

２
百
５０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

『
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
３
部

構
成
で
、
ま
ず
、
新
市
ま
ち

づ
く
り
隊
員
に
よ
る
「
新
市

ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
」
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
各
市

町
村
を
代
表
し
て
４
人
の
隊

員
が
、
宇
治
山
田
港
と
勢
田

川
を
活
用
し
た
観
光
都
市
提

案
や
「
だ
い
ど
こ
市
」
の
紹

介
、
宮
川
下
流
の
三
つ
の
公

園
の
活
性
化
案
、
総
合
庁
舎

の
建
設
と
そ
れ
を
中
心
と
し

た
道
路
交
通
網
整
備
な
ど
、

幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
し

た
。（
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
を
６
、

７
ペ
ー
ジ
に
紹
介
） 

続
い
て
の
「
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
各

市
町
村
代
表
の
４
人
の
ま
ち

づ
く
り
委
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
委
員
会

で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
そ

れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
別
に
報
告
し

ま
し
た
。
新
産
業
の
創
造
や

教
育
の
充
実
・
機
会
均
等
、

福
祉
バ
ス
の
活
用
、
住
民
自

治
な
ど
、
各
委
員
か
ら
の
具

体
的
な
提
案
の
ほ
か
、
参
加

者
か
ら
も
貴
重
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
こ
の
『
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
の
ま
と
め
と
し
て
、
四

日
市
大
学
総
合
政
策
学
部
教

授
の
岩
崎
恭
典
さ
ん
を
講
師

に
、「
ミ
ニ
講
演
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。「
少
子･

高
齢
化

状
況
は
こ
の
ま
ま
い
く
と
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
、

市
町
村
合
併
は
、
２１
世
紀
に

生
き
残
る
ま
ち
づ
く
り
の
手

段
。
住
民
の
ア
イ
デ
ア
や
意

見
が
で
き
る
だ
け
活
か
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
行
政
に
任
せ
て
き

た
仕
事
を
住
民
が
奪
え
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
」
と
い

っ
た
内
容
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
は
、新
市
将
来
構
想（
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
策

定
に
向
け
、
さ
ら
に
協
議
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。 

４
市
町
村
の
合
併
後
の
新
市
将
来
構
想
（
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
）
の
策
定
に
向
け
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
、
１
月
２２
日
、
御
薗
村
で
『
新
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。『
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
で
は
、
レ
ポ

ー
ト
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
、

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
意

見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。 
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三重県営サンアリーナで開催した第7回協議会 

伊
勢
市
、
二
見
町
、
小
俣
町
、
御
薗
村
で
は
、
４
市
町

村
が
相
連
携
し
、
合
併
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
や
公
式

協
議
を
行
う
た
め
、
昨
年
８
月
１６
日
に
任
意
合
併
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
設
立
総
会
か
ら
第
５
回
協
議
会

ま
で
の
内
容
は
、
昨
年
１０
月
と
１２
月
に
発
行
し
た
協
議
会

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
後
、
開
催

し
た
第
６
回
と
第
７
回
協
議
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

昨
年
１２
月
２５
日
、
三
重
県

営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
６

回
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
 

協
議
会
に
は
、
構
成
委
員

の
各
市
町
村
長
と
議
会
議
長
、

南
勢
志
摩
県
民
局
副
局
長
が

出
席
し
、
合
併
の
基
本
的
な

項
目
で
あ
る
「
事
務
組
織
・

機
構
」
、「
使
用
料
・
手
数
料

等
」、「
補
助
金
・
交
付
金
等
」、

「
介
護
保
険
事
業
」
、「
消
防

団
」
の
５
項
目
の
取
り
扱
い

を
協
議
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、「
合
併
協
議
の
枠
組

み
」、「
将
来
構
想
策
定
業
務
」、

「
住
民
意
識
調
査
」
、「
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ

い
て
の
進
行
状
況
や
取
り
組

み
状
況
の
報
告
も
行
い
ま
し

た
。
 

協
議
事
項
と
報
告
事
項
の

概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。
 

■
事
務
組
織
・
機
構
 

新
市
の
事
務
組
織
・
機
構

は
、
今
後
、
専
門
部
会
等
で

『
新
市
に
お
け
る
事
務
組
織
・

機
構
の
整
備
方
針
』
を
定
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、こ
の
事
務
組
織
・

機
構
に
つ
い
て
は
、
新
市
の

事
務
所
の
位
置
や
現
在
の
庁

舎
の
利
用
方
法
等
と
大
い
に

関
係
す
る
た
め
、
今
後
、
そ

れ
ら
の
協
議
と
も
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

■
使
用
料
・
手
数
料
等
 

使
用
料
・
手
数
料
等
は
、

地
域
間
の
一
体
性
の
確
保
を

目
指
し
、
住
民
負
担
の
増
加

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
つ
つ
、
合
併
時
に
統
一
す

る
方
向
で
調
整
し
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
施
設
使

用
料
は
、
当
分
の
間
、
現
行

通
り
と
し
、
同
一
・
類
似
施

設
に
つ
い
て
は
、
新
市
発
足

後
、
可
能
な
限
り
統
一
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設
使

用
料
以
外
の
使
用
料
で
、
水

道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
な

ど
、
事
業
に
伴
う
使
用
料
は
、

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
定
項

目
の
中
で
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
 

■
補
助
金
・
交
付
金
等
 

現
在
、
４
市
町
村
で
は
多

種
多
様
の
補
助
金
・
交
付
金

等
を
支
出
し
、
市
町
村
独
自
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の
補
助
制
度
も
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
同
一
・
同
種

の
補
助
金
等
で
あ
っ
て
も
、

４
市
町
村
間
で
交
付
対
象
や

金
額
等
に
格
差
の
あ
る
も
の

も
多
数
あ
り
ま
す
。
 

行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら

も
、
各
市
町
村
で
同
一
あ
る

い
は
同
種
の
補
助
金
等
に
つ

い
て
は
、
極
力
早
い
機
会
に

関
係
団
体
の
理
解
・
協
力
を

求
め
、
統
一
す
る
方
向
で
調

整
し
、
各
市
町
村
独
自
の
補

助
金
等
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
実
績
を
尊
重
し
つ
つ
、
市

域
全
体
の
均
衡
を
保
つ
よ
う

調
整
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
補
助
金
等
は
、
整
理

統
合
に
努
め
る
こ
と
を
基
本

に
、
各
市
町
村
の
従
来
か
ら

の
経
緯
、
各
地
域
の
実
情
等

を
配
慮
し
な
が
ら
、
新
市
に

お
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

■
介
護
保
険
事
業
 

介
護
保
険
事
業
は
、
現
在
、

伊
勢
市
の
み
が
単
独
で
、「
度

会
Ι
部
介
護
保
険
事
務
組
合
」

で
共
同
処
理
を
し
て
い
る
３

町
村
と
は
基
準
保
険
料
や
徴

収
の
納
期
な
ど
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
介
護
保
険
事
業

に
つ
い
て
は
、
住
民
が
不
利

益
を
被
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
、

一
部
事
務
組
合
と
も
十
分
協

議
し
な
が
ら
、
合
併
時
に
統

一
す
る
方
向
で
、
専
門
部
会

で
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
 

■
消
防
団
 

現
在
、
４
市
町
村
の
消
防

団
で
は
、
団
員
の
報
酬
や
手

当
等
に
格
差
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
施
設
整
備
に
対

す
る
補
助
も
取
り
扱
い
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
消
防
団
は
、
合

併
時
に
統
合
す
る
も
の
と
し
、

各
分
団
の
組
織
は
原
則
と
し

て
現
状
の
ま
ま
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
報
酬
や
手
当
に
つ
い

て
は
合
併
時
に
統
一
す
る
方

向
で
、
今
後
、
専
門
部
会
で

調
整
し
て
い
き
ま
す
。
 

■
合
併
協
議
の
枠
組
み
 

過
日
、
南
勢
町
か
ら
出
さ

れ
て
い
た
当
協
議
会
へ
の
加

入
要
請
に
対
し
、
４
市
町
村

長
の
連
名
で
「
そ
の
申
し
出

に
こ
た
え
ら
れ
る
現
状
に
至

っ
て
い
な
い
」
と
の
明
確
な

意
思
を
文
書
で
回
答
し
ま
し

た
。
そ
の
経
過
や
状
況
等
を

報
告
・
説
明
し
た
も
の
で
す
。
 

さ
ら
に
、
合
併
協
議
の
枠

組
み
に
関
し
て
は
、
現
在
、

４
市
町
村
で
の
合
併
協
議
が

進
行
中
で
あ
り
、
ま
ず
は
こ

の
４
市
町
村
で
の
合
併
を
最

優
先
さ
せ
て
い
く
と
の
協
議

会
と
し
て
の
意
思
確
認
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。
 

１
月
２４
日
に
は
、
第
７
回

任
意
合
併
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
 

合
併
協
定
項
目
な
ど
の
基

本
的
な
事
項
は
、
昨
年
１２
月

の
第
６
回
協
議
会
で
一
ま
ず

そ
の
協
議
を
終
え
た
た
め
、

今
後
は
、
約
２
千
５
百
項
目

に
わ
た
る
４
市
町
村
の
個
別

具
体
的
な
事
項
や
実
質
的
な

事
務
事
業
の
一
元
化
に
向
け

た
協
議
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
す
で
に
専
門

部
会
や
幹
事
会
で
の
調
整
を

終
え
た
「
地
方
税
の
取
扱
い
」、

「
人
権
政
策
事
業
」
、「
健
康

づ
く
り
事
業
」
、「
そ
の
他
福

祉
事
業
」
の
４
項
目
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
と
「
新
市
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、「
専
門

部
会
研
修
」
、「
住
民
意
識
調

査
結
果
」
な
ど
の
報
告
も
行

い
ま
し
た
。
 

協
議
事
項
の
概
要
は
、
次

（
４
、
５
ペ
ー
ジ
）
の
通
り

で
す
。
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都市計画税は事業との関連の見直しを進めます 

伊
勢
市
役
所
前
の
啓
発
塔 

■
地
方
税
の
取
扱
い 

「
地
方
税
の
取
扱
い
」
に

つ
い
て
は
、
昨
年
１０
月
の
第

４
回
協
議
会
で
、「
不
均
一
課

税
の
適
用
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
今
後
、
専
門
部
会
で

調
整
す
る
」
と
し
て
、
継
続

協
議
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
個
人
市
町
村
民
税
」
の

均
等
割
は
、
現
在
、
伊
勢
市

が
２
千
５
百
円
、
３
町
村
が

２
千
円
の
標
準
税
率
を
適
用

し
て
い
ま
す
。
合
併
後
は
、

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

全
て
２
千
５
百
円
と
な
り
ま

す
が
、
合
併
後
５
年
間
は
、

合
併
特
例
法
の
規
定
に
よ
る

不
均
一
課
税
を
適
用
し
、
現

行
の
ま
ま
と
し
ま
す
。 

「
伊
勢
法
人
会
支
部
事
業

助
成
」
と
「
伊
勢
青
色
申
告

会
支
部
事
業
助
成
」
の
２
件

は
、
い
ず
れ
も
廃
止
の
方
向

で
調
整
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、「
都
市
計
画
税
」は
、

現
在
、
伊
勢
市
だ
け
が
賦
課

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
合

併
後
も
当
分
の
間
現
行
の
通

り
と
し
、
そ
の
後
、
新
市
に

お
い
て
受
益
と
負
担
の
関
係

を
明
確
に
示
し
な
が
ら
、
都

市
計
画
事
業
及
び
税
体
系
の

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

「
納
税
証
明
手
数
料
」
は
、

そ
の
額
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な

く
、合
併
後
も
現
行
の
通
り
、

あ
る
い
は
額
の
低
い
方
へ
統

一
し
て
い
き
ま
す
。 

収
納
関
係
で
は
、
現
在
、

伊
勢
市
以
外
の
３
町
村
は
、

「
伊
勢
志
摩
市
町
村
税
等
滞

納
整
理
組
合
」
に
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
合
併
後
は
組
合

か
ら
脱
退
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
き
ま
す
。 

■
人
権
政
策
事
業 

 

人
権
政
策
事
業
の
「
伊
勢

市
隣
保
館
運
営
審
議
会
」
と

「
部
落
解
放
運
動
団
体
助
成

事
業
」
は
、
現
行
の
通
り
継

続
し
、「
人
権
施
策
審
議
会
」

と「
人
権
施
策
推
進
協
議
会
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併
後
、
速

や
か
に
統
一
し
て
い
き
ま
す
。 

「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
、

「
非
核
宣
言
」
は
、
４
市
町

村
そ
れ
ぞ
れ
で
表
現
が
多
少

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
合
併

後
、
速
や
か
に
調
整
し
て
い

き
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

で
は
、
現
在
、
伊
勢
市
に
の

み
、「
都
市
宣
言
」、「
審
議
会
」

が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
合
併
後
、

伊
勢
市
の
例
に
よ
り
速
や
か

に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。 

■
健
康
づ
く
り
事
業 

「
准
看
護
師
学
校
」
は
、

地
域
に
お
け
る
准
看
護
師
の

確
保
の
必
要
性
か
ら
、
当
分

の
間
、引
き
続
き
助
成
を
し
、

「
医
師
と
の
打
ち
合
わ
せ
会

議
」
は
、
伊
勢
市
、
度
会
郡

双
方
の
医
師
会
と
の
協
議
を

進
め
、
ま
た
、
「
保
健
対
策
推

進
協
議
会
」
に
あ
っ
て
は
、

拡
大
の
方
向
で
協
議
・
調
整

し
て
い
き
ま
す
。 

「
一
次
救
急
医
療
業
務
」
、

「
二
次
救
急
病
院
群
輪
番
制
」、

「
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

事
業
」
は
、
４
市
町
村
と
も

同
様
の
施
策
体
系
で
推
移
し

て
い
る
た
め
、
救
急
医
療
の

重
要
性
を
考
え
、
医
師
会
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、現
行

の
受
け
入
れ
体
制
を
堅
持
し

て
い
き
ま
す
。 

「
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
事
業
」
と
「
地
区
組
織
活

動
事
業
」
は
、
生
活
習
慣
病

へ
の
啓
発
活
動
の
必
要
性
や

地
域
で
の
定
着
度
な
ど
を
考

慮
し
て
、
新
市
で
も
引
き
続

き
事
業
の
推
進
を
図
り
、
個

人
負
担
分
は
、
伊
勢
市
の
例

に
よ
り
等
し
く
徴
収
す
る
よ 



－５－ 

専門部会・分科会での事務事業の調整 

事
務
事
業
の
一
元
化
作
業
 

各
市
町
村
の
担
当
者
で
構

成
す
る
専
門
部
会
・
分
科
会

に
よ
る
事
務
事
業
の
調
整
作

業
も
ほ
ぼ
大
詰
め
を
迎
え
ま

し
た
。
調
整
項
目
は
、
約
２

千
５
百
項
目
に
及
び
、「
住
民

間
の
公
平
・
公
正
に
留
意
し
、

住
民
視
点
で
調
整
」、「
住
民

理
解
、住
民
合
意
が
得
ら
れ

や
す
い
方
向
で
調
整
」
、「
住

民
負
担
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
に

著
し
い
格
差
が
あ
る
場
合

は
、将
来
的
な
財
政
見
通
し

に
配
慮
」の
３
方
針
を
基
に

進
め
て
い
ま
す
。 

今
後
、第
７
回
協
議
会
に

引
き
続
き
、調
整
方
針
が
固

ま
っ
た
も
の
、
特
に
新
市
に

お
い
て
住
民
へ
の
影
響
が
大

き
く
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

か
ら
順
次
、協
議
会
で
協
議

し
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、こ
の
各
種
事
務
事

業
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

法
定
協
議
会
に
移
行
後
、全

体
的
な
財
政
計
画
も
勘
案

し
な
が
ら
、最
終
的
な
調
整

方
針
を
確
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

り 

り 

う
調
整
し
て
い
き
ま
す
。 

「
予
防
接
種
」
は
、
法
に

基
づ
く
制
度
で
、
４
市
町
村

と
も
同
一
の
事
業
で
あ
る
た

め
、
現
行
の
通
り
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

「
健
康
診
査
」
は
、
市
町

村
に
よ
っ
て
は
実
施
し
て
い

な
い
も
の
や
、
期
間
・
対
象

者
・
委
託
料
・
自
己
負
担
金
・

受
診
項
目
等
が
異
な
る
も
の

も
あ
る
た
め
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

調
整
し
、
合
併
後
５
年
を
経

過
し
た
後
、
全
体
的
な
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
自

己
負
担
金
は
住
民
に
有
利
な

方
向
で
調
整
し
、
こ
の
間
、

社
会
経
済
情
勢
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
受
益
と
負
担
の
適

正
化
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

関
係
医
師
会
等
と
の
調
整
を

図
り
、
新
市
全
域
に
お
け
る

公
平
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
す
が
、
地
域
性
に
よ

り
や
む
を
得
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
通
り
と
し

ま
す
。 

■
そ
の
他
福
祉
事
業 

「
災
害
弔
慰
金
・
貸
付
金
」

は
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

被
災
者
の
救
済
、
生
活
の
安

定
を
目
的
と
し
た
４
市
町
村

同
一
の
事
業
の
た
め
、
現
行

の
通
り
と
し
ま
す
。 

「
災
害
見
舞
金
」
は
、
法

の
適
用
対
象
外
の
罹
災
者
に

対
す
る
見
舞
金
で
、伊
勢
市
、

二
見
町
、
小
俣
町
が
行
っ
て

い
ま
す
が
、
罹
災
者
救
済
の

観
点
か
ら
、
伊
勢
市
の
例
に

よ
り
調
整
し
、
「
障
害
見
舞

金
」
は
、
小
俣
町
の
例
に
よ

り
調
整
し
て
い
き
ま
す
。 

「
遺
族
会
補
助
金
」
は
、

補
助
金
の
額
に
相
違
が
あ
り
、

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
を
経

由
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

た
め
、
補
助
金
の
額
等
は
合

併
後
、
速
や
か
に
調
整
す
る

こ
と
と
し
、
遺
族
会
の
組
織

は
、
合
併
後
、
統
一
す
る
方

向
で
働
き
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。 

「
生
活
保
護
各
種
扶
助
」

は
、
伊
勢
市
以
外
の
３
町
村

は
、
県
南
勢
志
摩
福
祉
事
務

所
が
対
応
し
て
い
る
た
め
、

県
と
協
議
を
し
、
合
併
時
に

統
一
し
て
い
き
ま
す
。 

「
一
時
扶
助
」
は
、
伊
勢

市
だ
け
が
実
施
し
て
い
る
事

業
で
あ
る
も
の
の
、
県
下
１３

市
中
１０
市
で
実
施
し
て
い
る

状
況
を
考
慮
し
て
、
当
分
の

間
、
伊
勢
市
の
例
に
よ
り
実

施
し
、
そ
の
後
、
他
市
の
状

況
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

「
保
護
司
会
」
は
、
統
一

に
向
け
て
話
し
合
い
を
進
め
、

財
源
は
、
募
金
を
活
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
行
政
か
ら

の
補
助
金
は
廃
止
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

は
、
法
に
基
づ
く
も
の
で
、

合
併
後
も
設
置
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
た
だ
、
各
地
域

の
協
議
会
は
連
合
会
組
織
に

移
行
し
、
補
助
金
は
伊
勢
市

の
例
に
よ
り
協
議
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
事
務
局
体
制
も

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託

を
含
め
、
調
整
・
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

協
議
会
で
は
、
今
後
も
引

き
続
い
て
会
議
を
開
催
し
、

残
る
合
併
協
定
項
目
や
事
務

事
業
の
一
元
化
に
向
け
た
協

議
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
市
将
来
構
想
の

策
定
や
法
定
協
議
会
の
設
置

に
向
け
た
検
討
、
調
整
な
ど

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
協
議

結
果
を
基
に
、
５
月
ご
ろ
に

は
、
各
市
町
村
で
「
住
民
説

明
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 



－６－ 

『研修会』で4市町村の行政水準や課題を確認 

熱
心
に
グ
ル
ー
プ
演
習
も 

東　伸周さん（伊勢市） 

北岡　泰司さん（二見町） 

１
月
２０
日
と
２１
日
、
三

重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
２

回
に
わ
た
り
『
専
門
部
会
研

修
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
４
市
町
村
の
行

政
水
準
と
課
題
を
確
認
し
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
の
政
策
体
系
を
考
え
る
た

め
、
協
議
会
が
㈱
日
本
能
率

協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

依
頼
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

対
象
は
、
４
市
町
村
の
課
長

職
で
構
成
す
る
専
門
部
会
の

委
員
で
、
両
日
合
わ
せ
て
７１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

『
研
修
会
』
は
、「
住
民
意

識
調
査
」
と
「
行
政
評
価
業

務
」
の
結
果
を
基
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

ま
ず
、
４

市
町
村
の

行
政
施
策

や
水
準
、

住
民
意
識
、

財
政
面
な

ど
の
現
状

を
把
握
し
、

こ
れ
か
ら

の
自
治
体

経
営
と
経

営
手
法
な

ど
に
つ
い

て
学
習
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

た
グ
ル
ー
プ
演
習
も
行
い
、

政
策
領
域
ご
と
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
 

今
回
の
『
研
修
会
』
を
通

じ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

は
合
併
目
的
を
明
確
化
し
、

目
的
達
成
の
た
め
の
施
策
を

体
系
化
し
立
案
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
改
め
て
認
識
し
、

合
併
業
務
に
携
わ
る
行
政
担

当
者
と
し
て
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
 

年
一
度
、
家
の
近
く
の
勢
田

川
の
清
掃
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
４
市
町
村
に

は
、ほ
か
に
宮
川
、五
十
鈴
川
と

２
つ
の
大
き
な
川
が
あ
り
ま
す

が
、こ
の
３
つ
の
代
表
的
な
川
の

自
然
環
境
を
市
民
一
人
ひ
と
り

が
一
体
と
な
っ
て
守
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
や

た
ら
人
為
的
に
保
護
せ
ず
に
、
自

然
の
成
り
立
ち
を
重
要
視
し
て
、

生
態
環
境
も
守
っ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

在
、各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

地
産
地
消
（
農
産
物
な
ど
）

を
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
旧
市
町
村
住
民
に
親

近
感
を
持
た
せ
、
生
産
者
（
特
に

高
齢
者
）
の
活
力
と
と
も
に
、
農

地
等
の
荒
廃
も
防
げ
る
の
で
は

な
い
か
。
特
に
今
、
食
品
の
安

心
・
安
全
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、
地
域
に
お
い
て
生

産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
の
も
行

政
の
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
な
り

得
る
の
で
は
な
い
か
。 

新
市
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

の
地
域
課
題
の
発
見
や
意
見
・
情

報
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
提
案
に
当

た
る
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
隊
」
。 

昨
年
、
百
42
人
の
隊
員
か
ら

２
百
５
件
に
上
る
意
見
や
ア
イ

デ
ア
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
す
べ
て
は
１
冊
の
『
新
市
ま
ち

づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
』
と
し
て
ま
と

め
、
今
後
の
新
市
将
来
構
想
（
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
）
策
定
に
向

け
て
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。 

今
回
、
隊
員
の
皆
さ
ん
か
ら
報

告
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
（
抜
粋
）
。 
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●このご意見を公表してよろしいですか。 

はい　・　いいえ 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

ご　意　見 

お願い！……楷書で丁寧にお書きください 

　伊勢市・二見町・小俣町・御薗村任意合併協議
会では、市町村合併に関するご意見やご提案、協
議会だよりをご覧いただいた感想など、皆様から
のお便りを募集しています。 
　この用紙を点線部分で切り取り、のりで貼り付
けてポストに投函してください（切手は不要です）。
なお、お寄せいただいたご意見等は、協議会だよ
りやホームページに掲載させていただくことが
あります。 

◇該当するところを○で囲んでください。 

【住所】　伊勢市・二見町・小俣町・御薗村 

　　　   　その他 

【年齢】　10代・20代・30代・40代 

 　　　　　50代・60代・70歳以上  

【性別】　男　・　女 

寺西　幸和さん（小俣町） 

中森　巖さん（御薗村） 

－７－ 

協
議
会
で
は
、
市
町
村
合

併
に
関
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
・
提
案
・
感
想
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
意

見
・
提
案
な
ど
は
、
今
後
の

合
併
協
議
を
進
め
る
上
で
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 意

見
な
ど
の
送
付
に
は
、

左
の
「
意
見
送
付
用
封
筒
（
切

手
不
要
）
」か
、
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
意
見
箱
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
な

ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お

便
り
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
中
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 な

お
、
具
体
的
な
質
問
等

に
対
し
て
は
、
今
後
、
調
整

が
で
き
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
住
民
説
明
会
な
ど
で
お

答
え
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

化
・
観
光
面
に
も
自
然
環
境

面
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
地

域
の
特
性
を
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
ま
ち
づ
く
り
を
提
言
し
た
い
。

あ
ま
り
お
金
を
掛
け
な
い
で
、
市

民
が
自
由
に
参
加
で
き
る
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
等
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
健
康

面
や
福
祉
面
の
向
上
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
て
い
く
。
た
だ

し
、
施
設
は
現
在
あ
る
も
の
を
使

い
、
な
る
べ
く
お
金
を
掛
け
ず

に
、そ
の
分
イ
ベ
ン
ト
の
費
用
に

ま
わ
す
よ
う
に
す
る
。 

勢
地
方
は
そ
の
歴
史
的
背
景

や
立
地
条
件
か
ら
、
昔
は
文

化
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
と
聞

く
が
、
現
在
は
そ
う
し
た
面
影
も

な
い
。
こ
の
地
域
は
高
度
な
文
化

圏
を
目
指
す
の
が
ベ
ス
ト
で
あ

り
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
文

化
政
策
を
望
み
た
い
。
当
面
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、 

①
古
文
書
、
古
地
図
な
ど
の
歴
史

証
拠
の
一
刻
も
早
い
保
全
・
登
録 

②
古
老
の
話
や
伝
承
を
録
音
や

録
画
に
よ
っ
て
保
存 

③
史
跡
の
検
証
・
保
全 

④
地
名
の
保
存
（
由
緒
あ
る
地
名

を
消
し
て
番
号
を
つ
け
る
よ
う

な
愚
を
犯
さ
な
い
） 



料金受取人払 

伊勢局承認 

届 出 有 効 期 間 
平 成 1 5 年 3 月 
末日まで 

伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4 
三重県営サンアリーナ内 

この部分は、協議会へのご意見送付用封筒と 
してご利用いただけます。 
図のように切り取ってのりでとめてください。 

紙
面
 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

の
り
し
ろ
 

のりでとめて下さい。 

〈山折り〉 

伊勢市・二見町・小俣町・御薗村 
　任意合併協議会事務局　行 

未来に夢あるまちづくり 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

（
キ
リ
ト
リ
線
） 

■第8回協議会　平成15年　3月　3日(月)13:30～ 
　　　　　　　  サンアリーナ内・国際会議場 

■第9回協議会　平成15年　3月26日(水)13:30～ 
　　　　　　　  サンアリーナ内・第3会議室 

＊内容は、いずれも事務事業の調整や新市まちづく
り構想などに関する協議の予定です。 

＊上記の日程などはあくまでも予定です。傍聴を希
望 さ れ ます 方 は 、事 前 に 協 議 会 事 務 局 
（TEL21-1020）で日時・会場などをご確認くだ
さい。 

各市町村の合併担当窓口 

協議会事務局 

この「協議会だより」は再生紙100％を使用しています。 

協議会を構成している各市町村の合併担当窓口は
次の通りです。 

伊勢市市町村合併推進課 
TEL 0596-21-5538　FAX 0596-21-5605
E-mail　gpk-ise@crocus.ocn.ne.jp

伊勢市･二見町･小俣町･御薗村任意合併協議会 

TEL 0596-21-1020　FAX 0596-21-1022

〒516-0021　伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4

E-mail：ise-gappeikyogi@crocus.ocn.ne.jp
URL http://www10.ocn.ne.jp/̃ifom-gpk/

二見町企画課 
TEL 0596-42-1111　FAX 0596-43-3754
E -ma i l　 f u t am i@webm i e . o r . j p

小俣町総務課 
TEL 0596-22-7858　FAX 0596-22-3454
E-mai l　info@town.obata.mie. jp

御薗村企画室 
TEL 0596-22-0235　FAX 0596-28-2404

E -ma i l　m i s o n o@am i g o . n e . j p

（職員は協議会事務局に常駐） 

三重県営サンアリーナ内 

－８－ 

これまでの協議会での協議事項や講演会、まちづく
りレポートなどの詳細は、ホームページでより詳しく
紹介しています。皆さん、こちらもぜひご覧ください。 

http://www10.ocn.ne.jp/.ifom-gpk/
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